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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの概要

EPMセンター・オブ・エクセレンス(CoE)は、導入とベスト・プラクティスを確実化し、パ
フォーマンス管理とテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセスの
変革を促進するための統合された取り組みです。
EPMのコンテキストでのクラウドの導入とはどのようなものでしょうか?このコンテキスト
では、クラウドの導入とは、スプレッドシートや自社製アプリケーションを Cloud EPMプロ
セスに置き換えること、オンプレミス EPMアプリケーション(Hyperionなど)をクラウドに移
行すること、または Cloud EPMを使用して新しいビジネス要件に対応するソリューションを
開発することを意味します。
クラウドの導入時に、他のあらゆる変化と同様に、組織は知識とベスト・プラクティスを収
集します。この情報が 1つの領域に蓄積されると、組織のすべてのチーム、部門およびエン
ティティに利益をもたらすことができます。EPMのコンテキストでは、開発するベスト・プ
ラクティスには、手動プロセスの排除、すぐに使用できるスケジューリングおよび統合機能
の活用、インサイトの検索の自動化が含まれる場合があります。
これらのベスト・プラクティスは、ビジネス・プロセスの変革と改善に役立ちます。企業が
この変革を指示することがあり、その場合はトップダウン・アプローチとなります。ただし、
Financial Consolidation and Closeまたは Planningなどの 1つのビジネス・プロセスから始め
て、そこから成長させることによって Cloud EPMを導入することもできます。
このガイドには、EPMセンター・オブ・エクセレンスを設置して運営する方法に関する実践
的な手順が示され、最初の Oracle Cloud EPMプロジェクトを開始する場合にも、すでに実装
を行っている場合にも有用です。このガイドの情報は、財務、IT、ビジネスのいずれかに携わ
っている場合、および内部プロセスを構築しているか、オラクルのパートナと協力している
場合に役立ちます。
この概要を使用して、利点と価値提案について学習します:

• センター・オブ・エクセレンス(CoE)とは?

• CoEはなぜ必要ですか?

• CoEのビジネス上の利点と価値提案とはどのようなものですか?
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センター・オブ・エクセレンスとは?
クラウドの導入により、組織はビジネスの俊敏性を高め、革新的なソリューションを
推進することが可能になります。センター・オブ・エクセレンス(CoE)はクラウド・イ
ニシアチブを監督し、投資を保護および維持し、効果的な使用を推進するために役立
ちます。
クラウドの導入は、新しいテクノロジの実装を超える多層プロセスです。クラウドへ
の移行には、経営陣のサポート、明確なビジネス目標、ワークフォース・レディネス・
プラン、現在のビジネス・プロセスや情報テクノロジ・プロセスの最新化など、組織
全体の変更管理が必要です。
組織は、エグゼクティブ・スポンサ、主要な利害関係者、財務担当者およびビジネス
と技術の実装チームを含む総合的なチームを作成することにより、クラウド変革を加
速できます。このチームは、センター・オブ・エクセレンス(CoE)と呼ばれます。
CoEはクラウド・イニシアチブを監督します。組織の変更管理プロセスを主導し、ワ
ークフォース・レディネス・プランを作成して、クラウド標準とポリシー定義の運営
委員会としても機能します。また、CoEは、クラウド導入ロードマップを管理し、機
能と拡張の要求を追跡し、エスカレーションに対応します。
組織は、EPM CoEを設置することによってリーダーシップとイノベーションを示すこ
ともできます。EPM CoEは、導入とベスト・プラクティスを確実化し、変革を促進す
るための一元的なチームです。
EPM CoEチーム:

• クラウドを確実に導入し、組織が Cloud EPMへの投資を最大限に活用することを
支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理業務を主導し、変革を推進します
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これを EPMセンター・オブ・コンピテンシ、コンピテンシ・センター、EPMサポートと呼
ぶ組織もあります。どのような名前であっても、このガイドは EPM市場を見直し、すべての
ケースのガイダンスを提供します。このことは、クラウドを初めて導入する場合にも、デジ
タル・ファースト戦略がすでにある場合にも該当します。また、このガイドに関するフィー
ドバックをお待ちしております。ご意見を epmdoc_ww@oracle.comまでお送りください。
次のステップとして、EPMセンター・オブ・エクセレンスの設置を開始します。
 

 

その他のリソース
リーダーシップと財務変革についてさらに学習するには:

• EPM CoEを運営しているオラクル・チームの詳細は、Customer Connectのディスカッ
ション・グループ: Oracle Cloud EPMで予測力のある大企業になるを参照してください。

• EPMの成功ストーリは、Customer Connectのディスカッション・グループ: Oracle
Fusion Cloud ERPおよび Oracle EPM Cloudによる自動化された決算に参加してくださ
い。

• 他の組織が何を行っているかを確認できる、オラクルの Cloud Customer Connectのリー
ダーシップ・フォーラム(特に財務における実績)を参照してください。さらに重要なこと
に、各分野のエキスパートと対話できます。

• オペレーショナル・エクセレンスのための Oracle Playbookを参照してください
• 財務エクセレンスのための Oracle Playbookをチェックアウトしてください
ウェビナー
次のウェビナーは無料ですが、ログインが必要です。
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https://community.oracle.com/customerconnect/discussion/651245/becoming-a-predictive-powerhouse-with-oracle-cloud-epm#latest
https://community.oracle.com/customerconnect/discussion/584332/automated-close-with-oracle-fusion-cloud-erp-and-oracle-epm-cloud#latest
https://community.oracle.com/customerconnect/discussion/584332/automated-close-with-oracle-fusion-cloud-erp-and-oracle-epm-cloud#latest
https://community.oracle.com/customerconnect/categories/finance
https://www.oracle.com/a/ocom/docs/gated/oracle-playbook-ebook.pdf
https://www.oracle.com/a/ocom/docs/gated/oracle-financial-excellence-playbook-ebook.pdf


• Cloud Customer Connectの Cloud EPMのセンター・オブ・エクセレンス(CoE)の
設置と運営を視聴してください。

• EPMのセンター・オブ・エクセレンスによる成功の計画を視聴してください。
ビデオ

 EPMセンター・オブ・エクセレンスの概要を把握するには、このビデオを視聴し
ます。(全体的な概要はこのガイドにあります。)

 EPMセンター・オブ・エクセレンスを設置する方法の概要を把握するには、この
ビデオを視聴します。(EPMセンター・オブ・エクセレンスの設置の詳細はこのガイド
にあります。)

EPM CoEはなぜ必要ですか?
デジタル・ファースト戦略を持つ組織にとって、クラウド戦略の拡張として、EPM専
用のセンター・オブ・エクセレンスを設置するという判断は理に適っています。また、
これは、クラウドの導入とプロセス変革の取り組みにおけるリスク軽減にも役立ちま
す。プロジェクト所有者にとって、EPM CoEは、効率的かつ一貫して提供するために
役立ちます。
一方、最初のオンプレミス・パフォーマンス管理アプリケーションをクラウドに移行
する組織では、EPM CoEは継続的なイノベーションの推進に役立ちます。プロセスの
効率を上げる機会を求め、認知度を高め、成功を内部利害関係者に伝えます。
以前の BCGリサーチで、デジタル・トランスフォーメーションの 70%は目標に達し
ていないことが示されました。クラウドへの移行を成功させる方法およびオラクルが
このガイドを発行している理由を理解することが重要です。
Gartner社によると、「クラウドの導入を成功させるには、組織に適切なスキルと構造
が必要です。これを実現する最適な方法は、一元的なクラウド・センター・オブ・エ
クセレンス(CCOE)を設定することです。」
このガイドでは、ベスト・プラクティスと、組織が CoEを活用した EPM Cloudの導
入に成功することを支援する体系化されたアプローチについて説明します。
得られる結果は、会社の目標、働き方(集中型または分散型)および組織のクラウド成熟
度によって異なります。
組織のクラウド成熟度を決定するいくつかの要因を次に示します:

• 人と、従業員がクラウド・アプリケーションでの作業を開始してからの時間の経過
に伴って得た知識。
– デジタル・ファースト戦略を持つ組織には、EPMセンター・オブ・エクセレ
ンスの設置に役立つチェックリストを共有しています。当然、クラウド・セン
ター・オブ・エクセレンス(CCoE)がすでにある場合は、その専門知識を利用
できます。

– しかし、会社はそれぞれ違っています。たとえば、オンプレミス・パフォーマ
ンス管理アプリケーションをクラウドに初めて移行する作業を開始したばか
りである場合は、次のことを考慮する必要があります:

* チーム作り – リフト・アンド・シフトを行うと決定する組織もあります
が、多くの組織は、新しいクラウド・アプリケーションで提供する拡張機
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https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://community.oracle.com/customerconnect/events/604576-epm-coe-series-planning-your-success-with-epm-center-of-excellence
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32425
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32425
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/epmce/epm_coe_create_center_of_excellence_intro.html
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/epmce/epm_coe_create_center_of_excellence.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/epmce/epm_coe_create_center_of_excellence.html
https://www.bcg.com/publications/2020/increasing-odds-of-success-in-digital-transformation
https://www.gartner.com/en/conferences/hub/cloud-conferences/insights/how-to-build-a-cloud-center-of-excellence


能に関するフィードバックを得る機会を利用し、各チームに単一の連絡先(SPoC)
を配置しています

* 会議とコミュニケーションの計画
* トレーニングおよびレディネス
* 変更管理
* マイルストンの確立
* 成功の測定

• プロセス。世界中の組織は、規制当局やサプライヤからの新しい要件に対応したり、環
境、社会およびガバナンス(ESG)レポートの新しいガイドラインに対応するためにレポー
ト機能を拡張することを検討しています。
– すべてを提供するために、財務変革イニシアチブを実施する組織もあり、これは一般
的にエグゼクティブ・スポンサが関わるため、トップダウンと呼ばれます。既知のプ
ロジェクト管理ステップ以外に、変更管理とロードマップの計画に重点を置くことが
重要です。

– 一方、組織は、クラウドの概念実証として、ビジネス・ユニットの 1つに Cloud EPM
の実装を開始できます。これは、ボトムアップ・アプローチと呼ばれます。この場
合、一般的なプロジェクト管理ステップ以外に、認知度の向上と内部利害関係者との
コミュニケーションにも重点を置く必要があります。

• テクノロジ。一般的に、組織は、オンプレミスまたはクラウドのパフォーマンス管理アプ
リケーションを持っているか、またはオンプレミス・アプリケーションとクラウド・アプ
リケーションの組合せであるハイブリッド環境を実行しています。

この図は、成熟度レベルが異なる組織の例と、EPM CoEで進化と変革をどのようにサポート
できるかを示しています。
 

 
全体的に、EPM Cloud CoEを設置すると、次のことに役立ちます:

• クラウド導入とエンド・ユーザーからの賛同の促進

第 1章
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• 効率性(予算を準備する時間など)と有効性(節税など)の最大化
• 主なレポート・メトリック、ベスト・プラクティスおよび一貫性の確立
• EPMベスト・プラクティス(シナリオベースのプランニング、財務上の意思決定で
の運用データの使用など)の認知度の向上と普及の実現

• 開発およびサポートにおける俊敏性と柔軟性の向上
• EPM Cloudのスキルと専門知識の編成、統合および成長
• 永続的な機能の構築および一貫性とガバナンスによる投資の保護
デジタル・トランスフォーメーションのプロセスを改善するために、オラクルは世界
最大の会計メンバー組織である国際公認会計士協会(AICPA)と協力しています。この
取組みでは:

• 組織の財務変革を推進する経営幹部である「俊敏性を備えた財務リーダー」の特徴
を特定しました。調査により、これらのリーダーの 81%は主要な最新の財務イニ
シアチブ(財務プランニングと分析など)を中心にセンター・オブ・エクセレンスを
設置しましたが、これと比較して、その他の財務リーダーは 56%でした。さらに
学習: アクションの分析: 財務センター・オブ・エクセレンスが変化をもたらす理
由。エンタープライズ全体でプランニングを接続および改善する 5つの方法を見
つけるには、ebookをお読みください。

• これまでにないトレーニング、Agile Finance Transformation Certificate Series
を作成しました。このトレーニングは、財務の専門家がキャリアを高めながら、ク
ラウドへの移行を成功させ、より望ましいビジネス成果を推進することに役立つよ
うに設計されています。

EPM CoEを設置する場合、組織は、クラウド変革への段階的なアプローチを使用し
て、人、プロセスおよびテクノロジに関する経験に基づく推奨を活用する戦略に従う
必要があります。AICPAが示しているように、これにより、独自の財務変革を成功さ
せる準備が整います。
組織が変化に対処できるようにし、関連する技術情報を示すナビゲーション・システ
ムとして、このガイドおよび EPM CoEを使用してください。このガイドは、CoEが
コンセンサスの構築や利害関係者との内部コミュニケーションのために活用できる例
も提供します。
さらに学習
• EPM CoEのビジネス上の利点と価値提案を理解します。
• EPM価値の調査を読みます。

EPMセンター・オブ・エクセレンスのビジネス上
の利点と価値提案

このガイドでは、Cloud EPMを導入するための概略的な標準化されたアプローチにつ
いて説明します。
組織はそれぞれが異なり、各利害関係者には独自の目標と働き方があります。最適な
アプローチは、クラウドの成熟度と、組織が集中化されているか分散化されているか
によって異なります。たとえば、EPM (Hyperionなど)のオンプレミス・ソリューショ
ンから最初の Oracle Cloud EPM実装に移行する企業もあります。また、組織内の一部
ですでに Cloud EPMを使用している企業もあります。
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EPM CoEを持つことのビジネス上の利点と価値提案を CoEの様々な利害関係者ごとに分類
したものを次に示します。
表 1-1 CoEのビジネス上の利点

利害関係者 利点と価値提案
エグゼクティブ • EPM CoEは、変革を促進し、変更管理をサポ

ートし、最大の投資利益率を確保するための
ツールです

• インフラストラクチャなどのコスト削減
• 説明責任と正確性の向上(どの数値が正しいか
という議論が不要になります)

• 市場とビジネスの動向を見極められる
• ボタンを押すのみで企業レポートが作成され
ます

• 先行指標と遅行指標を特定し、ある領域の変
化が別の領域にどのように影響するかを確認
できます

• より複雑なシナリオを実行できます
• 戦略的および非戦略的ビジネス・メトリック
を分析できます

• 営業、サプライ・チェーン、人事などの業務
部門と財務の間のコラボレーションを改善
し、プランとプランニング仮定の整合性を確
保

財務プランニングおよび分析グループ - KPIはビ
ジネス・ユニットと LOB間で相互に関連していま
す

• データ収集などの価値の低い作業に費やす時
間が削減され、ビジネス・ユニットや事業部
門との連携に割く時間が増加します

• 財務の役割を記録係から影響力のあるビジネ
ス・パートナに変革します

• 組織にとって重要な KPIと、自分が責任を負
う KPIを全員が理解します

• プランと予測の効率および正確性の向上
• 手動プロセスを自動化することで従業員に付
加価値を生み出す余裕が生まれます

• プロセスの制御の実現と効率化。例: 様々な
グループの報告およびプロセス改善方法の調
査
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表 1-1 (続き) CoEのビジネス上の利点

利害関係者 利点と価値提案
コントローラ • 特にタスク・マネージャを使用してエンドツ

ーエンドの統合と決算アクティビティを一元
化し、ナビゲーション・フローに情報を埋め
込んで新規ユーザーのオンボーディングを支
援できる場合、ガバナンスと制御が強化され
ます

• 継続的なイノベーション
• 異常の特定の迅速化に役立つビジュアライゼ
ーションの改善など、プロセス効率を改善す
るためのベスト・プラクティス機能

• サイクルごとの決算に要する日数の短縮
• 取締役会レベルのレポートを明確化および標
準化するための説明の活用に役立つなどの、
効率性と標準化

• スキルの集中化
• 連結、勘定科目照合、プロセス・モニタリン
グ、ワークフローのタスクなど、手動作業を
削減し、エラーを減らすための決算プロセス
に関連するタスクの自動化

• 時間の節約
• 内部利害関係者により良いサービスを提供可
能

• 決算プロセスを合理化し、合併と買収(M&A)
などの主要なイニシアチブをサポートする俊
敏性を高めます。

業務 • 売上と収益の予測精度の向上
• 新しいオファリングを迅速に実装し、既存の
モデルを進化させ、優先順位決定可能

• 標準化
• 財務とのコラボレーションの強化

営業役員 • 予測精度の向上
• 既存のモデルの進化と優先順位の決定
• 標準化

ITおよび共有サービス・センター • 俊敏性
• コストの管理
• サイロの削減
• プロジェクトで古いモデルを常に強化できま
す。開発組織との連絡を絶やさず、機能強化
を把握することが重要です

• 既存の共有サービス・センターを活用して、
生産性と経費管理に引き続き重点を置き、
EPM CoEをサポート

プロジェクト所有者 • プロセスの効率化(たとえば、プロセスのレビ
ューの推進や自動化の機会の特定による)

• ビジネス・プロセス全体にわたる標準化と一
貫性

• コスト削減(たとえば、インフラストラクチャ
については複数のプロジェクトがテスト環境
やトレーニング環境を交互に使用できること
によるもの)

• 関連付けられた EPM戦略への整合性の確保
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Oracle Consultingサービスや認定 EPMパートナなどの実装者と協力している場合、EPM
CoEを作り EPMへの投資を最大限に活用するための取組みの支援を受けることもできます。
(認定資格についてさらに学ぶ。)
たとえば、Oracle Consultingには役立つリソースが用意されています。
価値提案と追加のリソース
Oracle Cloud EPMを実装するその他の利点については、結果を紹介する Oracle@Oracleお
よび Oracle Playbookによる次のストーリを参照してください:

• Oracle Cloudによるビジネスの強化
• Oracle Playbook - オラクル社自身のクラウドへの移行過程
• 決算発表の処理を 10日以下で実現。未来はすぐそこまできています
• 変化する世界への適応。予測不可能な世界でのオラクルのプランニング、予算策定および
予測プロセスの刷新

• Oracle Cloud EPMを使用したオラクルの業務、Oracle@Oracle: オラクル自身のクラウド
への移行過程、 これには次のことを行う方法が含まれます:

– オペレーショナル・エクセレンス、デジタル・インテリジェンス、ビジネスへの影響
を実現する

– 変化に向けた役員の指示を受ける、基盤を適切に整える、カスタマイズを減らす、レ
ガシーを回避する、早い段階で成功を収めて推進力を生み、軌道修正し、俊敏性を維
持する

– 効率と有効性を最大化し、最もスマートな意思決定を迅速に行い、変化を先取りし、
顧客と従業員の満足を得る

• Enterprise Planningを接続する 5つの理由
• Oracle Cloud EPMによる変化の先取り
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2
EPMセンター・オブ・エクセレンスの設置のチェックリスト

クラウドへの移行過程は組織ごとに異なります。ビジネス目標、チームのクラウド知識およ
びエグゼクティブの支援によって異なる可能性があります。EPM CoEの構築を通して組織
を導くナビゲーション・システムとして、このチェックリストを使用してください。組織の
ニーズに応じて、チェックリストのすべての項目を選択するか、サブセットのみを選択しま
す。
このリストを印刷するか、自分のファイルに追加できます。タスクを完了したら、右側の列
にチェック・マークを入れます。
表 2-1 EPM CoE設置の導入チェックリスト

タスク 完了時にチェック・マークを入れる
規範と責任の確立
CoEのビジネス戦略の構築
• ビジネス目標の定義
• ビジネス・ケースの作成
• ビジネス価値の提示
CoEのスコープの定義
実務のチームおよびコミュニティの構築
会議とコミュニケーションの計画
トレーニングおよびレディネス・プランの作成の
検討
変更管理プランの作成
ロードマップの計画
マイルストンと優先順位の確立
CoEの実装
成功の測定

CoEを設置するときは、CoEをクラウド導入と変換の成功に導く次の主要なベスト・プラク
ティスに留意してください:

• 経営陣のサポートを得る
• 専用のリソースを持つ
• コンセンサスを構築する
開始する前に、Oracle Consultingまたは Oracle EPMパートナと協力している場合は、EPM
CoEの構築に関するディスカッションへの参加を要請することをお薦めします。このような
人は、EPM CoEの独自のフレームワークをすでに構築したことがある場合や、以前の実装の
経験がある場合があります。
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規範と責任の確立
この段階で、EPM CoEの規範と責任を確立することがベスト・プラクティスです。
規範を定義するときに次のことを考慮することがベスト・プラクティスです:

• 他のリージョン、エンティティおよびチームとのコラボレーション
• 継続的な改善のための価値の構築
責任に関しては、CoEリードは次のことを担当します:

• 経営幹部や異なる事業部門との継続的なコミュニケーションによる、CoEの戦略
的方向性の定義

• CoEのパフォーマンスの測定
• CoEの目標およびビジネス上の利点の達成
• 管理職や経営幹部および他のチームへのマイルストン、稼働開始、教訓の伝達。

Gartner社は、Cloud CoEには適切なコミュニケーションがないなどのマイナス面
があることを指摘し、ビジネス関連のメリットに注力することを提案しています。

• Cloud EPMの拡張を継続的にレビューして内部拡張要求のリストにマッピングす
ることによるイノベーションの推進

• 組織によるビジネス、財務、ITの連携の支援
• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能
• EPM関連の変更管理業務の主導
 

 
CoEリードの役割を確立する以外に、財務、ITおよびビジネス側の担当者を決定する
ことが重要です。
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• 財務リードは、財務ユーザーと連携して、拡張要求を推進します。通常は、財務プランニ
ングおよび分析グループの担当者、コントローラ、最高収益責任者、最高財務責任者を含
めます。

• ITリードは、ソリューションのアーキテクチャを担当します。ソリューションは、組織
の他の部門、ビジネス・ユニットまたはエンティティで活用できるように標準化する必要
があります。Cloud CoEマネージャまたは変革マネージャを含めることもできます。ク
ラウド・アーキテクト、セキュリティ管理者、クラウド・サービス開発者、システム・ア
ナリスト、データ管理者を含める企業もあります。

• ビジネス担当者は、実装されたソリューションがビジネス・ユーザーのニーズに合ってい
ることと、ユーザーが実装されたソリューションのトレーニングを受けていることを確認
します。ビジネス・ユニットまたはビジネス・プロセスの単一窓口(SPOC)を決定します。

使用可能なスキルに応じて、同じ個人に複数の役割を割り当てることができる場合がありま
す。
 

 

CoEのビジネス戦略の構築
ビジネス戦略は、形式化されたクラウド導入のプランを作成して伝達するために役立ちます。
ビジネス・プランでは、組織が Oracle Cloud EPMを導入することでどのような目標を達成し
ようとしているかを定義する必要があります。また、導入を成功させるために必要なワーク・
ストリームも特定します。エグゼクティブの支援から技術的実装まで、ビジネス戦略のベス
ト・プラクティスは、組織におけるクラウド変革の理解とサポートに役立ちます。
この柱には、次のような機能があります:

• 目標の定義
• ビジネス・ケースの構築
• ビジネス価値のドキュメント化
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目標の定義
クラウド導入でどのようなビジネス目標を達成しようとしているかを明確に定義しま
す。クラウドの経済性の概念を使用して、クラウドを導入するコスト、利点および価
値を理解します。
成功メトリックの定義
ビジネス目標は成功メトリックです。ビジネス目標を作成するときは、組織のミッシ
ョン、クラウド導入の目的および克服する必要がある潜在的な障害について検討しま
す。
組織のミッションとビジョンは、クラウド導入イニシアチブにおける指針です。クラ
ウド導入の目標を組織の全体的な戦略目標に合せることは、イニシアチブの支援とエ
ンゲージメントの促進に役立ちます。
組織のビジネス戦略のコンテキストが整ったら、次のステップはクラウドへの移行の
価値を特定することです。移行の理由を評価し、達成しようとする目標を定義して、
成功につながるキー・パフォーマンス・インジケータを特定します。具体的であれば
あるほど、成功に向けた組織におけるイニシアチブのサポート、進捗の評価、現在の
運用モデルの調整が容易になります。
ビジネス目標を定義する最後のステップは、クラウド導入イニシアチブの一環として
予想される課題とリスクを分析することです。戦略的アプローチの一部に潜在的な困
難を含めることで、適切な利害関係者を特定し、ソリューション・プロセスを促進で
きます。
次の表をテンプレートとして使用して、組織のビジネス戦略、組織がクラウドへの移
行から得られる価値、および対応する必要がある潜在的な障害をドキュメント化しま
す。
表 2-2 ビジネス戦略テンプレート

戦略コンポーネント 情報
ミッション 組織のミッションを入力
ビジョン 組織のビジョンを入力
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表 2-2 (続き) ビジネス戦略テンプレート

戦略コンポーネント 情報
戦略的目標 組織の戦略的目標を入力
市場の傾向、推進要因および脅威 組織の傾向、推進要因および脅威を入力
クラウドに移行する価値
理由 • 役員の指示

• 一般的な変革
• イノベーション
• 成長
• データ・センターの終了
• 合併および買収
• 競合他社のイノベーション
• 新しいビジネスのサポート
• インフラストラクチャの老朽化
• 合理化が必要なパフォーマンス管理およ
びレポート・アプリケーション

• 手動で時間のかかる会社間消去
• 管理レポートから GAAPレポートへの変
換が困難であること

• 階層およびレポート・メタデータのガバナ
ンスの欠如

• ビジネスの変化に効率的に対応できない
こと

• 勘定体系のガバナンスと一貫性の欠如
• 組織に当てはまるその他の例

目標 • デジタル変革
• 資産の最新化
• 帳簿を締めるための労力の削減または予
測サイクルの短縮

• テクノロジへのアクセス
• 運用コストとメンテナンス・コストの削減
• コスト効率の向上
• 予算とコストの管理
• データ主導の変革
• 透明性およびレポートの向上
• プランニングおよび予測プロセスの柔軟

性と予測可能性の向上
• 決算プロセスの効率とパフォーマンスの
向上

• 勘定科目照合の自動化
• レポートを含む EPMシステムの俊敏性と
イノベーションの向上

• ワークフローとレポートの強化
• アプリケーション・ダウンタイムの削減
• 組織に当てはまるその他の例

第 2章
CoEのビジネス戦略の構築

2-5



表 2-2 (続き) ビジネス戦略テンプレート

戦略コンポーネント 情報
キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI) • 帳簿を締めるための労力の削減または予

測サイクルの短縮
• 自動的に消し込まれた勘定の割合
• TCOの削減
• メンテナンス時間の削減
• 報告までの時間短縮
• コスト削減率
• 管理性
• 予測精度の向上
• 組織に当てはまるその他の例

クラウドに移行する場合の潜在的な障害
課題 • 信頼性の欠如

• 変化への抵抗
• 技術的負債とレガシー・システム
• 複雑さ
• コンプライアンスおよび規制要件
• 組織に当てはまるその他の例

リスク • セキュリティ
• データ損失
• データ・プライバシ
• データ主権
• サービス可用性
• パフォーマンス
• 組織に当てはまるその他の例

阻害要因 • 現在の技術アーキテクチャ
• 互換性
• 組織に当てはまるその他の例

クラウドへの移行の機会と課題を正式にドキュメント化して伝えることで、俊敏性と
イノベーションの基盤としてのクラウド変革を確立できます。強固なビジネス目標
は、特に、組織の全体的なビジネス戦略のコンテキストでは、組織が未来指向の付加
価値をもたらす活動に集中するために役立ちます。
一部の目標は、経時的な改善の割合として測定できます。改善を表し、時間のバラン
スがどのように変化したかを表す KPIの例を次に示します。今では、計画の実行より
も戦略計画の作成により多くの時間が費やされています。
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クラウドの経済性: Cloud EPM導入の価値
クラウドの経済性は、組織がクラウドのコスト、利点および基本原則を評価するために役立
つ概念です。クラウド・コンピューティングの財務を理解すると、クラウド変革の価値を最
適化できます。
たとえば、組織が従来のオンプレミス ITからクラウド環境に移行する場合は、資産の所有と
減価償却をオンデマンド使用モデルに移行する必要があります。CAPEX (資本)モデルから
OPEX (運用)モデルに移行することもできます。オンプレミス ITからクラウドに移行する
と、ライセンス、商取引条件および契約条件も変わります。
組織がすでにクラウドで運営されている場合は、プロバイダの変更やマルチクラウド戦略の
適用による経済的な影響を検討する必要があります。
クラウドの導入を成功させるには、組織が変更を十分に認識し、買収、減価償却および費用
に関連するプロセスを最新化することを計画する必要があります。クラウド導入の財務的価
値をドキュメント化すると、財務部門が従来の IT調達モデルからクラウド消費モデルにプロ
セスを更新するために役立ちます。また、組織の他の部門がクラウド導入の価値を定量化す
るためにも役立ちます。
次の表の例を使用して、組織に適用されるクラウドの経済性の主要な基準を特定し、優先順
位を付けます。これは、EPM Cloudを継続的に導入するためのビジネス・ケースの作成に役
立ちます。
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表 2-3 クラウドの経済性テンプレート

クラウド導入のビジネス価値 例
ビジネス価値 • Planning、Financial Consolidation and

Closeおよびすべての EPM Cloudビジネ
ス・プロセスにおけるプロセスの改善

• クラウド機能の取得に振り向けられたオ
ンプレミスの支出

• 運用コストからイノベーションへの転換
• リモート・ワーク
• ベスト・プラクティスの使用による俊敏性
の向上

• オペレーショナル・レジリエンス
• コンプライアンスの強化
• 組織の長期的な計画のサポート

財務改善 • 財務の柔軟性
• 総所有コスト(TCO)の削減
• コスト管理、使用および配賦に関するリア
ルタイムの透明性

• ライセンスの削減
• ビジネス・サービスのサポート
• 施設費用の削減

技術的改善 • 俊敏性
• 高可用性
• 障害回復
• コンプライアンス
• パフォーマンスを最適化する機能
• セキュリティおよびその他の関連するパ
ッチ適用の管理

その他の考慮事項 • クラウドの最適化
• 拡張性
• 設備投資(CAPEX)から運用コスト(OPEX)

へのシフト
• 資産の減価償却
• 構成可能な柔軟なフレームワーク

この段階では、クラウド・コンピューティング・リソースを使用するビジネス・ユニ
ットの ITショーバック・モデルまたはチャージバック・モデルを定義して実装するこ
とをお薦めします。これによって、IT部門をコスト・センターからバリュー・イネー
ブラに移行できます。

CoEのビジネス・ケースの構築
強力なビジネス・ケースを作成して、シニア・レベルの支援を推進し、期待を調整し、
EPM CoEのクラウド導入のための強固な基盤を提供します。
クラウド導入イニシアチブのビジネス・スポンサまたは ITスポンサは、エグゼクティ
ブ・スポンサと協力してビジネス・ケースの作成を主導する立場に最も適任です。正
常に実装できるビジネス・ケースを作成するには、クラウド導入イニシアチブの影響
を受ける人、プロセス、テクノロジについて深い知識を持つ、組織の対象分野の専門
家から意見を得ることが重要です。
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あらかじめ定義した目標を使用して、クラウド導入のビジネス・ケースを構築します。ビジ
ネス・ケースは、キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)を含む目標の優先順位付けから
始まります。ビジネス目標に優先順位を付け、定量化することで、必要な技術的、人的およ
び財務的投資との関連で目標を経済的に検証します。
ビジネス・ケースには、クラウド変革の経済的影響を分析することが含まれます。また、必
要な投資と期待される結果の包括的な説明を提供する投資収益率分析も含まれます。
次の表に、クラウド導入のビジネス・ケースで把握する重要な側面をまとめています。
表 2-4 CoEのビジネス・ケースと分析の領域

ビジネス・ケースの要素 分析の領域
エグゼクティブ・サマリー
(最大 1ページ)

クラウド導入の目標は何ですか?

クラウド導入イニシアチブのビジネス価値は何で
すか?
どのようなリソースと投資が必要ですか?
メリットはいつ発生しますか?
ヒント: エグゼクティブ・サマリーは、ビジネス・
ケース・ドキュメントの先頭に示します。ただし、
ドキュメントを作成するときは、他の情報を含め
た後にサマリーを作成する方が簡単な場合があり
ます。

優先順位付けされた目標 目標と KPI
クラウド・テクノロジの導入戦略 例: 技術的なソリューション:

• アプリケーション・ポートフォリオの移行
• アプリケーション・ポートフォリオの最新化
• アプリケーションのイノベーション

財務詳細 - 総所有コスト(TCO) 必要な財務投資:
• IT運用をクラウドに移行するためのコストま
たはプロバイダを変更するためのコスト

• 労働、コンサルティング・サービス
• Cloudプラットフォーム・サービス
• 統合
• トレーニングおよびワークフォース・レディ
ネス
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表 2-4 (続き) CoEのビジネス・ケースと分析の領域

ビジネス・ケースの要素 分析の領域
メリット - 投資収益率(ROI) クラウド環境と比較した現在の環境などのベンチ

マーク
経済的なメリット:
• 機器および施設の資本コストとクラウドの料
金体系の比較

• 現在の人件費とクラウドの人件費の比較
• 物理メンテナンス・コストとクラウド・サー
ビスの比較

• 運用コスト
• 統合コスト
• トレーニング・コスト
• セキュリティとコンプライアンス
• 最新のテクノロジ・スタック
• 運用環境の簡素化または改善
• 競争力
技術的なメリット:
• データ・センターのフットプリントを削減
• 運用費用(OPEX)消費モデル
• 生産性の向上
• 拡張性
• セキュリティとコンプライアンス
• 可用性、ビジネスの継続性、障害回復

必要な人的リソース - リソース管理の戦略 • エグゼクティブ・スポンサ
• 主要な利害関係者
• 実装チーム: 財務、ビジネスおよび IT

– ビジネス・スポンサ
– アーキテクト
– 開発者
– 業務

クラウド導入プラン クラウドに移行および構築する特定のアプリケー
ションの特定:
• レガシー・アプリケーション
• アプリケーションのリフト・アンド・シフト
• 最新のアプリケーション開発(クラウドネイテ
ィブ)

• インタフェース分析と統合分析
クラウド導入プロセス • エンタープライズ・アーキテクチャ

• 作成および更新のガバナンス・プロセス
• 作成および更新のセキュリティ・プロセス

推定タイムライン • 実装
• 価値の実現

推奨事項 組織では、クラウド導入イニシアチブをどのよう
に進める必要がありますか?

総所有コスト: 投資の定量化
総所有コスト(TCO)を評価することで、組織がクラウドベースの OPEXモデルへの移
行や、オンプレミスの IT調達プロセスからクラウドベースの投資モデルへの移行の準
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備が整っていることが確認されます。クラウドに移行すると、サーバーやデータ・センター
などの資産に対する費用が不要になります。総所有コスト(TCO)は、資産の耐用期間中の資産
の購入、運用、メンテナンスに関わるすべてのコストの合計です。TCO分析は、組織が初期
購入価格以外の資産のコストを理解するために役立ち、投資収益率を把握するために有用で
す。強固なビジネス・ケースを構築するには、適切なシステム、サービスおよびインフラス
トラクチャを決定することが重要です。
クラウド・コンピューティングのコンテキストでは、TCOは、クラウド内のリソースやアプ
リケーションの設定、運用およびメンテナンスの全体的なコストです。クラウド・インフラ
ストラクチャの TCO分析を作成する場合、現在および予測される使用状況をベースラインと
して使用しますが、クラウドは本質的に動的なエコシステムであるため、組織の将来のコス
トはそれに応じて変動します。
クラウドの TCOを計算する場合、組織はオンプレミスのワークロードを実行するコストと、
クラウドで同じワークロードを実行するコストとの間の同種比較を行うことがよくありま
す。つまり、組織は、オンプレミス環境のハードウェアおよびソフトウェアの初期購入価格
と、クラウド・コンピューティングの月次サブスクリプション・コストを比較します。
クラウド・ソリューションを導入すると、俊敏性の向上、市場投入までの時間の短縮、生産
性の向上、弾力的な需要へのコスト効率に優れた対応など、無形のメリットが得られます。
TCO分析は組織ごとに固有です。包括的なコスト分析を実行するか、組織にとって最も重要
な領域にのみ集中するかはニーズに応じて選択できます。次の表に、分析で考慮する一般的
なコストを示します。
表 2-5 TCOのコスト領域と例

コスト領域 例
コンピュート サーバー、ラック・シャーシ配電盤(PDU)、トップ

オブラック(ToR)スイッチ、メンテナンス
ストレージ ストレージ・ディスク、ファイバ・チャネル・ス

トレージ・エリア・ネットワーク(FC SAN)スイッ
チ、メンテナンス

ネットワーキング LANスイッチ、ロード・バランサ、帯域幅コスト、
メンテナンス

施設 スペース、電力、冷却、メンテナンス
セキュリティ ファイアウォール、ネットワーク・ドメイン・セ

キュリティ(NDS)、侵入検知システム(IDS)、メン
テナンス・ソフトウェア・ライセンス、更新、ア
ップグレード

人 採用、トレーニング
障害回復 代替サイト、アイドル・インフラストラクチャ
移行 再ホスティング、リファクタリング、改訂、再構

築、置換
機会費用 • 資本的支出を排除することの潜在的価値

• 俊敏性の向上の潜在的価値
• 市場投入までの時間短縮の潜在的価値
• 生産性向上の潜在的価値

ビジネス価値の提示
クラウド変革の結果についてレポートすることで、目標に向けた進捗状況を示します。
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組織がクラウド導入の目標をどの程度達成しているかを評価するには、前に識別した
メトリックとキー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)を確認します。
クラウド・イニシアチブの進捗状況を示すビジネス・ダッシュボードを作成すること
をお薦めします。エグゼクティブ・ダッシュボードでは、結果をわかりやすく視覚化
する必要があります。成功のキー・インジケータを示すようにダッシュボードを設計
します:

• 得られた価値: ベースラインと比較して得られた価値を定量化します。
• 価値の予測: 傾向を分析し、将来のパフォーマンスを予測します。
• 価値の付加: 価値を付加していくために実装できるプロセス、テクノロジおよびト
レーニングを識別します。

• 価値の向上: オラクルのサービス、機能および能力を追加すると、プロセスの変革、
ワークフローの最新化、およびクラウドでの具体的なメリットの獲得に役立つかど
うかを調査します。

ビジネスの利害関係者に明確なレポートを提供することによって、クラウドの導入や
変革に対する継続的な支援を推進します。これが組織が投資の結果を形式化すること
にも役立つということは重要です。
追加情報
着想を得るために、次を参照して、Oracle@Oracleでビジネス価値がどのように示さ
れているかをご確認ください:

• S&P 500で最速の決算を達成した方法とそれが重要である理由
• Oracle Cloud EPMを使用してオラクルの財務業務をどのように変革したか
 

 

CoEのスコープの定義
EPM CoEのスコープを定義することが重要です。
スコープを定義するときは次の要素を考慮します:
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• グループはどのようなプロセス、手順、ポリシーを採用しますか?

• グループはどのように新しいプロセスまたは新しいユース・ケースの実装に関与します
か?

• グループはどのようにメンテナンスに関与しますか?

• グループはデータに関してどのような責任を負いますか?

 

 

実務のチームおよびコミュニティの構築
EPM CoEを構築するには、Cloud EPMの導入や財務の変革を支援およびガイドする総合的
なチームを作成します。
組織は、エグゼクティブ・スポンサ、主要な利害関係者、財務担当者およびビジネスと技術
の実装チームを含む総合的なチームを作成することにより、この導入と変革を加速できます。
エグゼクティブ・スポンサは、トップダウン・アプローチによる変革プロジェクトにとって
特に重要です。
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EPMのテクノロジはモジュラ形式で導入できるため、一部の顧客は、ボトムアップ・
アプローチの概念実証として 1つの部門に 1つのビジネス・プロセスを実装します。
どちらの場合も、EPM CoEはなぜ必要ですか?で説明されているように、CoEを持つ
ことはガイダンス、一貫性および得られた知見を提供するために重要です
CoEは組織の変更管理プロセスを主導するため、EPMクラウド・イニシアチブ全体を
監督する必要があります。必要に応じて、CoEはワークフォース・レディネス・プラ
ンを作成し、クラウド標準とポリシー定義の運営委員会としても機能します。また、
CoEは、クラウド導入ロードマップを管理し、機能と拡張の要求を追跡し、エスカレ
ーションに対応します。
次の表に、CoEに含める組織の主要な役割とその責任を示します。各機能を担当する
特定の個人の名前を指定することをお薦めします。
表 2-6 センター・オブ・エクセレンス

戦略コンポーネント 情報 責任
エグゼクティブ・チーム 最高経営責任者または最高財

務責任者
財務担当 VP
財務部長
財務変革担当 VP
ノート: より小規模の企業で
は、通常、最高経営責任者また
は最高財務責任者が CoEの責
任を負います。大企業では、こ
れらの責任は、通常、財務担当
VP、財務プランニングおよび
分析担当 VP、コントローラ、
財務部長または財務変革担当
VPが担います。

• クラウド導入の組織目標
に焦点を当てる

• クラウド導入ビジネス・ケ
ースを検証し、支援する

• 人、プロセス、テクノロジ
の変化を支援する

ビジネス・チーム ビジネス所有者 EPM Cloud導入プロセスに関
与する各ビジネス・ユニットや
部門にクラウドを導入する価
値を説明する

ビジネスの対象分野の専門家
(ビジネス所有者と同じ人物に
することができます)

現在のプロセスの理解に貢献
し、クラウドでの実装の利点を
判断する(これには、既存のイ
ンタフェースを理解し、オンプ
レミスからクラウド、またはま
ったく新しいクラウドに移行
することによってこれらがど
のように影響を受けるかを理
解することも含まれます)

財務 リソースをクラウド導入イニ
シアチブに割り当てる

技術チーム IT所有者 ITソリューションを定義し、
サイロ化されたチーム、サイロ
化されたリリースおよびサイ
ロ化された運用を排除する。
ソリューションの回帰テスト
をサポートする。

リード・アプリケーション・ア
ーキテクト(内部または実装パ
ートナ)

データ・フローを最適化し、統
合を合理化する
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表 2-6 (続き) センター・オブ・エクセレンス

戦略コンポーネント 情報 責任
プロジェクト・マネージャ プロジェクト・マネージャ 成果物のタイムラインを維持

し、すべての内部利害関係者に
伝える

クラウド導入イニシアチブの勢いを維持するために、CoEはエスカレーションに対処し、阻
害要因を迅速に解決する必要があります。CoEで各責任範囲の所有者を明確に特定してドキ
ュメント化することで、ソリューション・プロセスを容易にできます。
アンバサダ
次の例に示すように、組織は主要な利害関係者または企業へのアンバサダのネットワークを
作成することもあります。これらのアンバサダはベスト・プラクティスを共有し、ビジネス・
ユニット内の同僚に変更を連絡し、機会や課題などのフィードバックを確実に提供します。
 

 
チーム・メンバーを特定したら、定期会議および更新の計画を開始します。

会議とコミュニケーションの計画
ベスト・プラクティスは EPM CoEの会議とコミュニケーションを計画することです。
会議
組織の CoEに参加する個人を特定した後、組織の適切な会議頻度およびコミュニケーショ
ン・プランを定義する必要があります。
CoEチーム・メンバーは定期的に集まり、全員が目標について認識を合せ、前進し、コンセ
ンサスを推進していることを確認する必要があります。メンバーは、製品チーム会議のステ
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ータスを共有するなど、組織の他のチームへの CoEアンバサダの役割を果たすことも
できます。CoEチームは、導入スピードに応じて、毎週または半月ごとに集まること
をお薦めします。CoE全員は毎月集まって進捗を報告する必要があります。
変革プロセスの開始時に、いくつかの CoEチームは毎日集まることを決めました。こ
れは、プロジェクトがエグゼクティブの目に触れ、かつ CoEが 1つ目の EPMビジネ
ス・プロセスをクラウドに実装することに成功した場合に有益であることがあります。
内部コミュニケーション
コミュニケーションは内部コミュニティに対して定期的に行う必要があります。これ
を容易にするには、実務のコミュニティを確立し、wiki、配信リスト、一連のビデオ、
Microsoft Teamsまたは Slackのチャネルなどでアンバサダが定期的に更新を共有す
るようにします。
一部の組織はイノベーション・ラボを作成し、同僚を招待して達成した内容を示した
り、ベスト・プラクティスを共有したり、他のプロジェクトをサポートする方法を確
認します。
外部コミュニケーション
外部コミュニケーションの計画も作成する必要があります。ベスト・プラクティスと
して、成功と ROIの伝達のリソースを使用して成功を外部に伝達し、関係の構築、認
知度の向上、ネットワークの強化、ブランドの宣伝を支援します。
追加情報
外部コミュニケーションのベスト・プラクティスについては、成功を伝える
Oracle@Oracleによる次のストーリを参照してください:

• Oracle Cloudによるビジネスの強化
• 変化する世界への適応。予測不可能な世界でのオラクルのプランニング、予算策定
および予測プロセスの刷新

• Oracle Cloud EPMを使用したオラクルの業務、Oracle@Oracle: オラクル自身のク
ラウドへの移行過程

• オラクルの顧客事例
• Oracle EPM Cloudによる変化の先取り
内部の CoEコミュニケーションのチェックリスト
ユーザーのエンゲージメントを確保するために、ユーザーを顧客として扱うことをお
薦めします。CoEは、コア・バリューを考察し、内省的な質問を作成してその価値に
見合うコミュニケーションを行うことで、コミュニケーションを成功させることがで
きます。
たとえば、ある成功した CoEのコア・バリューは、顧客第一、協調、相互の信頼確
立、リーダーとしての統率、およびイノベーションと絶え間ない改善です。こうした
コア・バリューに基づいて、CoEは次のような質問を作成しました。ユーザーの内部
コミュニケーションを構築するとき、これらの質問をチェックリストとして使用しま
す。
質問とチェックリストの例:

• 顧客第一
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– どのようにカスタマ・エクスペリエンスを向上し、結果を出せるよう支援するかを説
明していますか?

– どのように顧客の声に耳を傾け、顧客を理解したかを説明していますか?

– 従業員の日常業務で顧客により多くの価値を提供するために、これがどのように役立
つかを明確に説明していますか?

• 協調
– 1つの統合された組織としてどのように行動するかを明確にしていますか?

– これにより、どのように障壁が排除されるかを説明していますか?

– どのように他の各ニーズに対応し、従業員を尊重するかを示していますか?

• 相互の信頼確立
– オープンかつ率直にコミュニケーションしていますか?

– これにより、どのように障壁が排除されるかを説明していますか?

– どのように失敗から学んでいるかについてコメントしていますか?

– これにより、どのように分散型意思決定が実現され、強化されるかを説明しています
か?

• リーダーとしての統率
– 目的に意識を合せることで方向性を示していますか?

– 組織の優先事項、戦略および目標に集中するために、このことがどのように役立つか
を説明していますか?

– 従業員のやる気を引き出し、自覚や自律性を促し、成功を達成するために支援してい
ますか?

• イノベーションと絶え間ない改善
– これにより、どのように自分たちが変わり、競争上の優位性が高まるかを説明してい
ますか?

– 皆がいかに検討、学習、実験、成長を進めてきたかを言葉で表していますか?

– どのようにグローバルな視点を維持し、一部ではなく全体を最適化しているかを明確
にしていますか?
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トレーニングおよびレディネス・プランの作成の
検討

これは、EPM CoEと Cloud EPMコミュニティのトレーニングおよびレディネス・プ
ランを作成する良い機会です。このプランは、EPM Cloudの月次更新を含め、機能を
エンド・ユーザーにロール・アウトするときに役立ちます。
計画を作成するときは、次のリソースを検討します:

• 初日に役立つクイック・スタート・チェックリスト
• 作業の開始に必要なものすべて
• クラウド・レディネスと新機能に関するリソース
• ガイドおよびオンライン・ヘルプ
• ビデオ
• ステップバイステップ・チュートリアル
• Cloudラーニング・サブスクリプション
• コミュニティ
• 翻訳済ブック
ベスト・プラクティス:

• EPM Cloudのトレーニングの機会の概要を把握します。
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• Oracle Cloud Customer Connectに参加すると、コミュニティから学び、質問し、トレー
ニングの機会に関するお知らせを受け取り、ウェビナーの録画を視聴できます。

• Cloud Customer Connectで顧客事例リソースについて学習します。
• オンデマンド・ウェビナーを確認してください。
• Oracle Universityに参加して、無料の基本トレーニング、Cloudラーニング・サブスクリ
プションの詳細、Guided Learningについて確認します。

広範な財務変革に関心がある場合、Agile Finance Transformation Certification Seriesの内容
は、財務の専門家がキャリアを高めながら、クラウドへの移行を成功させ、より望ましいビ
ジネス成果を推進するために役立つように設計されています。
 

 

変更管理プランの作成
クラウド変革への EPM CoE利害関係者とのエンゲージメントを構築するための変更管理プ
ランを作成します。
クラウド導入プロセス中の変更は一般的なことです。EPM CoEの責任の 1つは、変更管理プ
ランを作成して推進することです。変更管理プランでは、組織内の個人に対してクラウド導
入イニシアチブの準備を整え、変革中にサポートし、成長の機会を提供することで進化を支
援します。
EPM CoEは、人、プロセス、テクノロジの変革に関する最新の情報を組織に伝え続ける必要
もあります。組織に情報を伝え、エンゲージメントを確保できるように、毎月のコミュニケ
ーション頻度とチャネルを形式化することをお薦めします。次の表の例を使用して、組織の
変更管理プランを作成します。
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プランを作成すると、変更を管理する準備が整います。
表 2-7 CoE変更管理プランと例

変更管理プラン 例
考慮事項 会社の優先順位と目標

組織の文化および歴史
社内の賛同
ビジネスとテクノロジの共同イニシアチブ
変更の難易度と障壁

成功メトリック 成功の測定からのメトリック
帳簿を締めるための労力の削減または予測サ
イクルの短縮
自動的に消し込まれた勘定の割合
TCOの削減
メンテナンス時間の削減
報告までの時間短縮
コスト削減率
管理性
予測精度の向上
特定したその他のキー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)

変更実施アプローチ 変革アプローチ
変革を推進するためのブループリント
変化を受け入れる動機
成功に向けた従業員の備え
従業員の成長の機会
学習を支援する環境の構築
変更推進派の認識

変更のドキュメント化 理想的なシナリオ
財務、ITおよびビジネスの役割の変化
明確に定義された新しい一連の責任
プロセスとフローの再考
形式化された責任モデル

コミュニケーション コミュニケーション・プラン
Slackやニュースレターなどのコミュニケーシ
ョン・チャネル
影響が大きく、測定可能で、短期間の初期プロ
ジェクト(ライトハウス・プロジェクト)
作業の分散
ユーザー・エンゲージメント
導入のスコープ

形式化された戦略 ビジネスクリティカルな機能
短期戦略と長期戦略の比較:
• クラウドへの移行
• クラウド・ネイティブ開発
• クラウドファーストのアプローチ
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表 2-7 (続き) CoE変更管理プランと例

変更管理プラン 例
プラットフォーム戦略:
• クラウド
• ハイブリッド: オンプレミス・クラウド、
単一クラウド、マルチクラウド

ビジネス成果 導入のメリットと利益
ビジネス・パフォーマンス

クラウド・プロジェクトでの組織の変更管理の利点
組織の変更管理(OCM)は、新しいビジネス・プロセス、新しい技術、推移する経済情勢、ま
たは企業内の組織構造および文化の変化の影響を管理するためのフレームワークです。OCM
(組織変更管理)をプロジェクト・プランおよび組織に統合できます。
組織では通常、OCMから次の利点が得られます:

• ユーザー受入れの向上
• 新しいテクノロジへのより円滑な移行
• ビジネスと IT間のより効果的な統合
• ROIの向上
移行
Hyperionアプリケーションを EPM Cloudに移行する場合は、次のリソースを使用できます:

• この調査を確認してください。
• 手順については、このドキュメントを使用してください。
• My Oracle Supportで、これらの有用なユーティリティの詳細についてこのページを確認
してください: HFMから EPM Cloudへの移行ユーティリティ (ドキュメント ID
2420798.1)

– ユーティリティ 1: EPM Cloud移行アクセラレータ(ECMA)

– ユーティリティ 2: 財務レポート移行ツール(FRMT)

変更管理のベスト・プラクティス
変更管理の次のベスト・プラクティスを含めます:

• Oracle Enterprise Data Managementなどのエンタープライズ・データ管理ツールを使用
して、変化し続ける環境をサポートします。EDMは次のことを支援することにより、ク
ラウドの導入を加速できます:

– エンタープライズ・アプリケーションの接続および調整
– マスター・データへの変更の管理
– リアルタイムでのコラボレーション
– 様々なビジネスの観点にわたる相違の理論的な説明
– 下流アプリケーションへの変更の配布
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– データ・ファースト戦略による適応と競争
– すべてのエンタープライズ・データ・ドメインの基準となるシステムの入手

• 統合、レポートおよび分析のプロセスを理解します。
• ソフトウェア・セキュリティの重要性を理解します。
• クラウド・レディネスと新機能の更新を理解します。自動機能、オプトイン機能、
実装に作業が必要な機能を示す機能サマリー・マトリックスを確認します。

• これらのユーザー支援およびトレーニング・リソースを使用して、継続的な成功を
実現します。

• トラブルシューティング、リリース変更管理、EPM Cloud関連のリクエストおよ
び EPM Cloudに関する質問の詳細は、Oracle EPM Cloudオペレーション・ガイド
を参照してください。

• クラウド・コミュニティに参加して、コミュニティから学び、タイムリな通知を受
け取り、新機能および更新された機能に関するウェビナーを活用します。この時点
で、変更管理セッションを確認することをお薦めします。

 

 

ロードマップの計画
EPM CoEのロードマップを計画します。これにより、時間をかけて段階的に更新を行
い、CoEの進捗状況とイノベーションの速度を追跡できます。
次の図は、Cloud EPMへの独自の移行過程を定義する場合に役立つ EPM CoEロード
マップの例を示しています。次のようにすることがベスト・プラクティスです:
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• 会社の戦略的イニシアチブをロードマップに取り込みます。たとえば、モデル化する
EPMビジネス・プロセスの 1つ目がプランニング・プロセスである場合は、これが優先
され、多数のプランニング・アプリケーションが必要になる可能性があります。この場
合、アプリケーションの迅速な構築、一貫性と標準化、統合、データとレポートの一般的
な利用方法を実現するために、CoEの役割が特に重要になります。

• できるだけ多くの Cloud EPMプラットフォーム機能を利用します。1 つの例として、勘
定科目の照合に必要な作業があります。経営者、監査者などは、少なくともすべての貸借
対照表勘定が期間ごとに正確に照合されていることを確認します。組織が複数の国およ
び業界で事業を展開している場合は、適用される会計基準に従って何千もの貸借対照表勘
定を照合することがあります。これをすべて、Account Reconciliationと呼ばれる単一の
集中管理型 Cloud EPMプロセスで完了することができます。もう 1つの例はタスク・マ
ネージャで、これにより、ビジネス・プロセスの自動化、ステータスの追跡、通知やアラ
ートの提供、ビジネス・プロセス・ステータス・ダッシュボードのモニターなどが可能に
なります。

• 特に、クラウドへの移行過程の最初の部分がハイブリッド・アプローチに該当する場合
は、ビジネスの優先順位を慎重に検討します。クラウドにプランニング・アプリケーショ
ンを実装した時点で、まだオンプレミスでオラクルの Hyperion Financial Managementア
プリケーションを使用して財務連結プロセスを実行していた顧客がありました。このよ
うな場合は、特に Enterprise Data Managementが EPMソリューションの一部であるこ
とを考慮して、データとメタデータの統合を検討することが重要です。

• リスクとロードマップの達成のバランスを一定に保ちます。これまでのリスクの 1つは、
Oracle Hyperionオンプレミス・アプリケーションの管理者が、追加的なトレーニングや
実装者の関与がない状態で Cloud EPMにアプリケーションを移行する準備が整ったと感
じることです。たとえば、オラクルが Hyperion Financial Managementおよび Hyperion
Planningの機能を Cloud EPMに移行したとき、クラウドで様々な最適化と改善も行われ
ました。これらの更新を認識していないと、重複作業が発生する可能性があります。

• ここで説明されているように、さらに分析して EPMの使用を強化します。
• EPMが提供する次のリソースを利用する計画を立てます:

– 実装成功プログラム(ISP)への登録 – これは、オンプレミス・アプリケーションの知
識がある顧客向けの新しい概念です。ISPでは、アプリケーション設計ドキュメン
ト・レビューの迅速な評価を通して、EPM開発チームのアプリケーション設計に関
する専門知識を顧客の実装に取り入れるよう努めています。レビューでは、アプリケ
ーション設計がオラクル社が推奨するベスト・プラクティスに準拠していることが確
認されます。 このプログラムについてさらに学習します

– 移行できるアプリケーションを把握します。
– クラウド・レディネス情報と新機能を常に把握します。Oracle Cloud Application

Update Readinessアプリケーションを使用して、以前の月からの更新を確認するこ
ともできます。

– 問題の解決方法を理解します。
– 本番環境の自動更新をスキップするプロセスを認識します。
– Customer Connectにあるオラクルのロードマップを確認します。

EPM CoEロードマップの例
この例は、CoEが初期ビジネス・プロセスと機能(図ではプラス記号+で示される)の実装をど
のように決定するかを示しています。その後、時間の経過に応じて、組織に役立つ追加のビ
ジネス・プロセスと機能の導入を計画します。
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その他の提案:

• Cloud EPMの変革を続行する際、組織内で、独自のプランニング・プロセスを持
つ部門やチームが多くある場合は、これらのプロセスが財務から頻繁に切断される
ことに留意してください。エンタープライズ全体のプランニングの接続および改
善の方法についてさらに学習するには、フリーフォームの説明を読む、およびフリ
ーフォーム・ライブラリを確認するようにしてください。

• ロードマップが Cloud EPMに合致していることを確認するには、Cloud EPMロー
ドマップ情報を要求します。

• Cloud EPMビジネス・プロセスの運用を開始した後は、Cloud EPMロードマップ
を継続的に確認し、ユーザー・ベースからの拡張要求と照合することによって、成
果物のロードマップを維持することが重要です。Cloud EPMは継続的に新機能を
提供しており、それらを活用しないと投資収益率が低下する可能性があります。

• 拡張リクエストをオープンする方法を理解します。
• 月次更新で最新情報を入手することがベスト・プラクティスです。組織にとって月
次更新が正常に機能することを確認するためのテスト戦略を作成します。

• 詳細は、通常業務トピックを参照してください。

マイルストンと優先順位の確立
EPM CoEを最大限に活用するには、マイルストンと優先順位を確立します。
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まず、計画するマイルストンを決定します。次に、タスクを作成して説明し、整理して目標
日を設定します。その後、タスクを割り当てて伝達できます。マイルストンの達成に向けた
進捗状況を追跡できます。
Cloud EPMは、アジャイル手法を使用して開発されたモジュール式のクラウド・サービスで
す。反復的、段階的、漸進的なアジャイル開発サイクルを自ら作成して利用することが重要
です。このようにして、継続的に成果物を早期に提示し、マイルストンを達成できます。
次の点に注意してください:

• Hyperionアプリケーションと比較すると、Cloud EPMには、組込みのベスト・プラクテ
ィス、ダッシュボードおよびレポートがあります。これにより、短い開発サイクルがサポ
ートされます。従来の実装では、レポートの作成はアプリケーションのビルドに続く別の
ステップです。組込みのダッシュボードとレポートにより、Cloud EPMアプリケーショ
ンの構成を開始するとすぐに、ダッシュボードとレポートでデータを確認できます。これ
らのダッシュボードとレポートをそのまま利用するか、編集、向上、変更および拡張でき
ます。これらを基本にして開始できます。

• サブスクリプションの一部としてテスト環境を使用して、新機能をレビューしたり、本番
環境に追加される可能性がある機能をテストできます。必要に応じて、EPM Enterprise
Cloudサブスクリプションの追加の環境を要求できます。

• Cloud EPMのトラブルシューティング・プロセスの理解およびサービス・リクエストの
管理を確認してください。

• Cloud Customer Connect Idea Labを使用して拡張要求をオープンする方法を理解する
ことがベスト・プラクティスです。

 

 

CoEの実装
これで、チェックリストが完了し、指定された参加者との最初の会議を開始する準備が整い
ました。他に何ができるでしょうか?

次のことを検討します:

• アンバサダ、利害関係者、関心のある同僚など、チーム全体からアクセスできるアクティ
ビティのカレンダの作成。カレンダには次の内容を含めることができます:

– データ変更の時間枠
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– レポートを利用できる時間枠
– スケジュールされた拡張要求のレビュー
– スケジュールされたコミュニケーション

• 次のような情報を共有する内部フォルダまたはサイトの作成:

– 参加者、その役割と責任、目標、KPIを含む EPM CoEのプロセスに関するド
キュメント

– カレンダ
– チームによる実装の準備に役立つ Oracleドキュメントへのリンク
– 実装する EPMプロセスまたは提供する拡張機能のロードマップ
– Oracleのイノベーションの緊急課題および Oracle Cloud EPMロードマップ
へのリンク

– 稼働している既存の実装
– ベスト・プラクティス、得られた知見、メリット、達成した価値
– 外部のプレゼンテーションまたは投稿へのリンク

• 高度な CoEについては、次のものを使用することも検討してください:

– 知識の共有およびコラボレーションを容易にするチーム・ワークスペース
– プロジェクト・ステータスおよびプランニング・ユーティリティ
– ユーザー・コミュニティからの要件を追跡するユーティリティ

初回デプロイメントの場合、CoEはガイダンスと一貫性を提供し、得られた知見を追
跡して将来の反復と実装を促進します。
この情報を幅広いコミュニティと共有することで、組織全体の変化と導入を促進する
管理ツールとして CoEの重要性を高めることができます。これにより、他のチームは
習得した専門知識を活用してすぐに追いつくことができます。前のトピックで共有し
たリンク以外に、新しいチームが実装を順調に開始するために役立つリソースを次に
示します。
開始
開始のベスト・プラクティス:

• ビジネス・プロセスを開始するためのこれらのリソースを活用します
• EPM Cloudのクイック・スタート・チェックリストを使用します
• 次のスタート・ガイドを参照してください:

– Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者スタート・ガイド
– Oracle Enterprise Performance Management Cloudユーザー・スタート・ガイ
ド

継続的な成功
ビジネス・プロセスの確立後、実装の成功事例に関する次のリソースを使用します:

• ユーザー補助
• トレーニング
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• Cloud Customer Connectの顧客事例フォーラム
• トラブルシューティング、リリース変更管理、EPM Cloud関連のリクエストおよび EPM

Cloudに関する質問の詳細を含む Oracle EPM Cloudオペレーション・ガイド
• オラクルは Oracle Cloud EPMを内部で使用しますが、EPMのセンター・オブ・エクセ
レンスは、グローバル・プロセス・オーナー(GPO)の責任下にあります。詳細は、オペレ
ーショナル・エクセレンスのための Oracle Playbookをチェックアウトしてください。

• オラクルの財務はお客様から「90日ごとにリリースされる数百の新機能をどのように管
理するのですか。」ということをよく質問されます。オラクルの成功には 3つの秘訣があ
ります。詳細を確認するには、財務エクセレンスのための Oracle Playbookを参照してく
ださい。

 

 

成功の測定
すべての企業に、成功を測定するための独自のメトリックがあります。
CoEの成功を測定するには、目標の定義を参照し、これらの目標にリンクする KPIを測定し
ます。
さらに、EPMの価値に関する ebookを参照して、EPM Cloudを実装した後に企業にもたら
される一般的な成功を確認することもできます。サンプル・メトリックには、次の内容が含
まれる場合があります:

• 全体的なメリット:

– コラボレーションおよびコミュニケーションの改善およびリモート業務プロセスの
アップグレード

– 技術的負債の減少による所有コストの削減
– EPMイノベーションへの迅速なアクセスによるデジタル・トランスフォーメーショ
ン・イニシアチブの加速

– 自動化の促進とベスト・プラクティスによる重要な事項に注力する時間の増加
– AIや MLなどの新しいテクノロジの導入の促進
– 急増する ESG需要に簡単に対応

• より優れたプランニング:
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– プランニングおよび予測プロセスの柔軟性向上
– サイクルごとのプランニングに要する日数の短縮
– データ収集の時間の短縮
– 毎月の予測を準備する時間の短縮
– 年間プランニングに費やす日数の短縮
– プランニングおよび予測アクティビティの可視性の向上
– 事業部門間の連携の強化
– サプライ・チェーン・プランニングおよび統合されたビジネス・プランニング
の関連付けの可能性の向上

– 予測精度の向上
– 分析に費やす時間の増加
– アクションの実行に費やす時間の増加

• クラウドによる、迅速かつ包括的な決算の実現:

– 会社間消去のためのスプレッドシートの使用の減少
– トランザクション照合のためのスプレッドシートの使用の減少
– サイクルごとの決算に要する日数の短縮
– 各種所要時間の短縮と俊敏性の実現
– 管理レポートの作成にかかる時間の短縮
– 監査の有効性を向上させるための透明性の向上
– ユーザーベースのレポートと分析を向上させるためのより柔軟性の高いレポ
ート・ツール

– プロセス効率を改善するためのベスト・プラクティス機能
• クラウドの勘定科目照合の改善:

– トランザクションの照合と自動化による効率の向上
– 監査時間の短縮
– 効率の向上
– タスクとコストの削減
– 手動調整の削減
– 財務レポートの柔軟性の向上
– 決算期をまたいだ可視性と追跡性の実現

• 税務、レポート、コスト管理の改善:

– 税務戦略のより効果的な反映
– 移転価格とコンプライアンスの自動化の改善
– 移転価格のデータの透明性の向上
– 規制当局への提出書類や年次報告書など、決算報告書の定義、作成、配布の時
間の短縮
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– セキュリティの向上。これにより、最も重要で機密性の高いデータを許可されたユー
ザーのみに表示を限定

– コラボレーションと正確な数値による正確な実態を把握可能
– すべてのフェーズにおけるレポートの進捗とステータスを追跡可能

• 企業レベルの改善点:

– 会社の目標を達成する能力の向上
– イノベーションの速度の向上
– イニシアチブ、改善点、プロジェクトの数
– カスタマ・サポートの問題の削減
– 内部サーベイでのフィードバックなどで測定される、従業員の士気やエンゲージメン
トの向上

– 投資利益率(ROI)

• 環境、社会およびガバナンス(ESG)持続可能性:

– EPMは 0.0カーボン・フットプリント(市場ベース)で実行できます。
– 100%再生可能エネルギで実行する Oracleデータ・センターの詳細を確認するには、

Clean Cloud OCI (Gen2)のデータ・シートの RE%列を参照してください。
迅速な M&A統合の推進や勘定体系の簡略化など、Oracle Enterprise Data Management
(EDM)が顧客の迅速なビジネス変革にどのように役立っているかを確認してください。
Oracle Cloud EPMの導入を CoEがサポートすることで大きなメリットが追加されます。次
に例を示します。詳細は、Oracle@Oracleのストーリ およびお客様の成功ストーリを参照し
てください。
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3
EPMセンター・オブ・エクセレンスの運営

EPMセンター・オブ・エクセレンス(CoE)を設置したら、適切に運営する方法を学習します。
提供されているチェックリストに従って EPM CoEを設置しているか、なんらかの形式の
EPM CoEまたはセンター・オブ・コピテンシをすでに運営している場合は、次のベスト・プ
ラクティスと情報を活用してプロジェクトの効果を向上させることができます。
関連する領域は次のとおりです:

• 運用の管理
• 変更の管理
• 継続的な改善
• 通常業務
• ガバナンス
• 成功と ROIの伝達
 

 

運用の管理
EPM Cloudへの移行過程の運用を管理する方法を理解します。
クラウド・ソリューションを導入しても、企業の標準や要件への準拠を徹底する IT組織の役
割は変わりません。ITチームは EPM CoEに積極的に関与する必要があります。EPM Cloud
デプロイメントの一部として明確に定義された継続的な役割も担います。
ITが強力な役割を担う必要がある箇所の例を次に示します:

• セキュリティ・アーキテクチャ。企業ネットワーク内からのみのアクセスを強制するため
の IPの許可リストやブロック・リスト、シングル・サインオン(SSO)構成、利用可能な
役割、義務要件の分離をサポートする権限など

• データおよびエンタープライズ・データ統合。エンタープライズ・データのデータ・フロ
ーおよび戦略(たとえば、勘定体系、エンティティ、製品の階層)の理解など
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• SaaSベンダーの責任。次についての理解など:

– クラウド・サービス契約 (CSA)

– セキュリティ・プラクティスおよび標準
– 継続的かつ定期的なコンプライアンス・レポート
– 欧州連合一般データ保護規則 (EU GDPR)などの地域の要件

ITが関与する必要があるその他の領域:

• 変更の管理
• 継続的な改善
• 通常業務
• ガバナンス
• 成功と ROIの伝達
運用の管理の一環として、Oracle EPM Cloudオペレーション・ガイドで次のようなこ
とを確認します:

• EPM Cloudのトラブルシューティング・プロセスの理解
• Oracleリリース変更管理プロセスの理解
• EPM Cloudの問題のトラブルシューティング
• EPM Cloud関連のリクエスト
• EPM Cloudに関する質問
プロセスには次も含める必要があります:

• EPMサポートによる効率的な作業
• Oracle Cloud Hosting Delivery Processに従ったバックアップとアーカイブに関す
る考慮事項の理解

• アクティビティ・レポートの確認
• アプリケーションの管理
• アプリケーション診断の実行
環境、社会およびガバナンス(ESG)持続可能性:

• EPMは 0.0カーボン・フットプリント(市場ベース)で実行できます。
• 100%再生可能エネルギで実行する Oracleデータ・センターの詳細を確認するに
は、Clean Cloud OCI (Gen2)のデータ・シートの RE%列を参照してください。

詳細情報:

• Cloud Customer Connectの IdeaLabでアイデアをオープンする方法
• My Oracle Supportからクラウド・サービス・リクエストをオープンする方法
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変更の管理
作成した変更管理プランは、必要に応じて更新するようにします。
このプロセスについては、変更管理プランの作成を確認してください。
継続的な運用の一環として検討する重要な領域を次に示します:

• 従業員が変更の利点を理解し、レディネス・プランを共有することに役立ちます
• コミュニケーション・プランに基づいた一貫性のある正確なコミュニケーションを確実に
します

• 柔軟で迅速なデプロイメントを検討します。スクラム・マスターを含める組織もありま
す。

• クラウドへスキルを移行する方法を見つけます独自の EPM実装を調べると、いくつかの
典型的な例が明らかになります。たとえば、バックグラウンドに Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management for Hyperion Enterpriseがあるリソースは、容易にデ
ータ管理に移行できます。ただし、EPM ロードマップを調べることも重要です。追加お
よび変更する必要があるものには、常に新しい要件があります。たとえば、要件の 1つ
は、サイクルを短縮するためにプロセスおよびボトルネックを確認できるようにすること
だとします。その場合、タスク・マネージャのスキルを構築する時間への投資が必要にな
ります。

• クラウド・レディネスと新機能の更新を理解します。自動機能、オプトイン機能、実装に
作業が必要な機能を示す機能サマリー・マトリックスを確認します。Oracle Cloud EPM
チームはリリース・ノートの情報を拡充して、特にオラクルが大きなインパクトを持つと
考える機能に関する詳細情報を提供しています。特定の機能についてオプトインしたり、
有効にすることができます。これにより、プロジェクトに適切な時期を選択できます。
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• オラクル社は、ソフトウェアの更新とすべての環境の構成に関連する変更管理プロ
セスを担当しています。このプロセスの結果として生じた問題は、リグレッション
と定義されます。
ディメンション、フォーム、レポートなど、すべての環境のカスタム・アーティフ
ァクトの変更管理は、ユーザーが(オラクル社ではなく)対応します。ある環境から
別の環境へのアーティファクトの移行はセルフサービス操作です。

• 変更への対応に役立つユーザー支援およびトレーニング・リソースを参照してくだ
さい。

• トラブルシューティング、リリース変更管理、EPM Cloud関連のリクエストおよ
び EPM Cloudに関する質問の詳細は、Oracle EPM Cloudオペレーション・ガイド
を使用してください。

• 役立つリソースを確認してください。
• クラウド・コミュニティに参加して、コミュニティから学び、タイムリな通知を受
け取り、更新および新機能に関するウェビナーを活用します。この Oracle Cloud
Applicationsウェビナーの確認を検討します。

• ERPおよび EPMの変更管理についてさらに学習するには、Cloud Customer
Connectのこのセッションを確認してください。

• Customer Connectの EPMイベント・フォーラムにサブスクライブして、今後の
イベントの通知を受信します。

• 次のようなローカル・ユーザー・グループの一員になり、会議に出席する個人と役
割を特定します:

– Oracle CloudWorld - リーダー、ビジョナリ、機能リード
– ODTUG Kscope (Oracle開発ツール・ユーザー・グループ) - 専門家、実装者、
開発者、アプリケーション管理者、パワー・ユーザー

– OATUG (Oracleアプリケーションおよびテクノロジ・ユーザー・グループ) -
Oracle ERPとしっかり連携するアプリケーション管理者およびパワー・ユー
ザー

– UKOUG (UK Oracleユーザー・グループ) - アプリケーション管理者およびパ
ワー・ユーザー
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継続的な改善
EPM CoEの継続的な改善を計画します。
クラウドへの移行過程で、時間の経過とともにより多くの EPMビジネス・プロセスが組み込
まれると、標準化、ベスト・プラクティスを使用したコストの削減およびプロセスの改善の
点で得られるメリットが多くなります。
EPM Cloudの主な利点の 1つは、毎月の自動更新によって新機能が継続的に使用できるよう
になることです。EPM Cloudの新機能および更新された機能を常に把握して、会社の継続的
な改善を可能にします。Oracle Cloud Readinessアプリケーションを使用して、以前の月か
らの更新を確認することもできます。(ヒント: 完全な機能のリストを確実にするには、ビジネ
ス・プロセスに加えて EPM共通を選択してください。)
ほとんどの ITチームには、報告された問題をユーザーがトリアージできるよう支援する内部
ヘルプ・デスクがあります。多くの場合、これらの問題は、エンド・ユーザーのトレーニン
グ、ユーザー・アクセスまたは独自のナレッジベース内の既知の事項に関連付けることがで
きます。クラウド・デプロイメントを継続的に管理する作業の中に、ヘルプ・デスクのリク
エストへの対応があります。一般的に、ビジネスに密接に関与する人をここに含めると有益
です。
オラクルのイノベーションの緊急課題を参照して、イノベーションが不可欠である理由と、
企業がオラクルの更新を適切なタイミングで活用してどのように急速に拡大してシステムを
最適化し、イノベーションを行っているかを確認してください。
継続的な改善は、絶えず変化する環境におけるビジネスの俊敏性と競争力の維持に役立ちま
す。たとえば、予測プランニングとシナリオ・プランニングは、パンデミックによって引き
起こされた経済の不確実性への適応を支援する、新機能とプロセスを適用するために役立ち
ます。財務の役割が進化する中で、財務チームが適切なツールを使用することは、ビジネス
の結果に直接影響を与える可能性があります。
 

第 3章
継続的な改善

3-5

https://www.oracle.com/webfolder/technetwork/tutorials/tutorial/readiness/offering/index.html?product=epm
https://www.oracle.com/performance-management/innovations/
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/planning-budgeting-cloud/predictive-planning/index.html
https://www.oracle.com/performance-management/planning/what-is-scenario-planning/


 

通常業務
EPM CoEが稼働し、通常業務を計画できるようになりました。
ロードマップの計画
まず、EPM Cloudの新機能に関する最新情報を入手します。CoEは機能を確認し、ビ
ジネスに役立つ新機能を判別できます。
CoEは、これらの機能をユーザー・コミュニティからの要件のリストにマッピングす
ることによって実装を計画できます。新機能の一部は、スケジュールの都合に合せて
有効にすることで実装できることに注意してください。プランについての提案は、ロ
ードマップの計画を参照してください。IdeaLabにアイデアを提出することも検討で
きます。
クラウドへの投資から最大限の ROIを得るために、会社の他の領域に CoEを拡大する
ことを計画し、優先順位付けすることも必要になります。CoEを使用して追加の実装
を計画し、管理します。特に、手動タスク、エラーが発生しやすく監査が難しいスプ
レッドシートベースのパフォーマンス管理プロセス、複雑なレポート要件の自動化の
機会、および AIの必要性を検討します。
コミュニケーションによる認知度の向上
組織内での認知度を高めるために、エグゼクティブとその他の利害関係者に成功を伝
え続けます。アンバサダのネットワークをサポートしている場合は、定期的に最新情
報を提供し、新しい要件や要求を収集します。提案については、コミュニケーション・
プランを参照してください。
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ガバナンス
組織がビジネス目標を達成できるガバナンス・プロセスを確立します。
EPM CoEガバナンス・プロセスにはポリシーとガイドラインを含める必要があります。これ
は、組織がビジネス、財務、ITを連携させ、効率を高め、成長を加速し、リスクを軽減する
ために役立ちます。また、リソース割当て、コスト管理およびコンプライアンスの要件を確
実に満たすためにも役立ちます。
ガバナンスはクラウド環境のガードレールと考えてください。ガバナンスはクラウド導入を
妨げるものではありません。かわりに、明確なルール、ポリシー、説明責任により、ユーザ
ーがワークロードをクラウドに安全にオンボーディングできるように支援します。
クラウド変革全体でガバナンス・プロセスを反復します。これにより、進化および成熟に伴
う組織の要件に対応できます。
既存の Cloud EPMテクノロジの一部を活用して、プロセスをモニターし、改善することを検
討します。次に例を示します:

• ダッシュボードを使用したデータの操作で情報を確認してタスクをモニターします
• 各ユーザーのニーズと責任に合せてナビゲーション・フローを調整します
• ワークフローを使用して管理します
• ビジネス・プロセスの相互依存アクティビティについてレポートします
データ・ガバナンス
クラウド変革の成功にはデータ・ガバナンスが不可欠です。2つの重要なガイドラインは、ク
ラウド変換プロジェクトに適切なツールを選択すること、およびクラウドの勘定体系を最適
化することです。クラウド・プロジェクトを成功させるための経験豊富な財務担当者からの
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このアドバイスをお読みください: デジタル・トランスフォーメーションでデータが生
み出す(または壊す)違い。
クラウドの導入を加速し、確実に成功させるための重要な戦略は、Oracle Enterprise
Data Managementのようなクラウド・エンタープライズ・データ管理ツールを使用す
ることです。これは、EPM CoEがエンタープライズ・アプリケーションを接続し、変
更を管理するためにも役立ちます。
 

 

成功と ROIの伝達
EPM CoEが稼働し、このプロジェクトの成功とそれによる ROIの向上を伝達できる
ようになりました。
会議とコミュニケーションの計画で作成したプランに基づいてコミュニケーションを
行います。
その他のアイデアについては、CoEの実装のポイントを参照してください。EPMの価
値に関する ebookを参照して、EPM Cloudを実装した後に企業が得る一般的なメリッ
トを確認することもできます。
オラクルでは、ビジネスの変革と Oracle Cloud EPMへの移行を促進する 4つの部分で
構成されるフレームワークを財務チームが開発しました。フレームワークには次の 4
つのテーマが含まれていました:

1. 合理化: エクスペリエンス全体のステップを減らして標準化する
2. 支援: ユーザーが自律的にエクスペリエンスを完了できるようにする
3. 満足: ユーザーにとって好ましいエクスペリエンスを設計する
4. 自動化: Oracle Cloudでのエンドツーエンドのエクスペリエンスを自動化する
たとえば、このフレームワークは、顧客とビジネスの成功の促進を目指して財務プラ
ンニング・プロセスを刷新するために使用されました。
合理化フェーズでは、プランニング・プロセスを簡素化し、冗長性を排除する最善の
方法を決定しました。これを実現するために、チームはプランニング・プロセスとモ
デルを設計し、継続的に改良することを規範に掲げた、各事業部門に連絡先のネット
ワークを持つグローバル・プランニング・プロセス所有者(GPO)を設定しました。個々
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のチームのスプレッドシートに置き換わる標準のモデリングと一貫した方法論が開発されま
した。その結果、プランの品質が向上し、100を超える予測スプレッドシートが不要になり
ました。詳細は、オペレーショナル・エクセレンスのための Oracle Playbookをチェックアウ
トしてください。
従業員は、様々な方法で自分のプロセスの所有者になることを支援されます。ユーザーは
Oracle Cloud EPMで独自のレポートを作成することで手動レポートの負担をなくし、すべて
のユーザーがそのレポートを使用できるようになりました。データが利用可能になるに伴っ
てプランニング・モデルも継続的に更新され、潜在的な差異の問題やビジネス・リスクを特
定するビジネスのリアルタイム分析が提供されました。プロセス全体が自動化され、1か月当
たり 2,000時間のデータ収集と 1,040時間の手動作業が削減されました。
ユーザーは、リアルタイム・データに加えて、ビジュアライゼーション、ダッシュボードお
よびレポートを通じてデータを理解することにより、クラウド・エクスペリエンスに満足し
ました。シナリオ・モデリングも高速化され、財務チームによるビジネス・リーダーへのリ
アルタイムの推奨が可能になりました。
自動化により、ユーザーは手動タスクから解放され、分析やその他の付加価値の高い活動に
より多くの時間を割くことができるようになりました。これらは特定の順序で特定のステッ
プを実行する作業であるかのように見えても、継続的なプロセスであり、時間の経過ととも
にフェーズが進化する可能性があります。CoEの有効性を確保するには、構築した基盤を維
持し、必要に応じて時間の経過とともに変化できる柔軟性を提供することが重要です。
オラクルの財務のクラウドへの移行過程の詳細は、次のリンクを参照してください: Oracle
Cloud EPMを使用したオラクルの業務、Oracle@Oracle: オラクル自身のクラウドへの移行過
程。
ベスト・プラクティスとして、これらのリソースを使用して成功を外部に伝えてください。
これは、関係を構築し、認知度を高め、ネットワークを強化し、ブランドを宣伝するために
役立ちます。
• Cloud Customer Connectコミュニティへの投稿
• 次のような会議やローカル・ユーザー・グループでの成功事例の共有:

– Oracle CloudWorld

– ODTUG Kscope (Oracle開発ツール・ユーザー・グループ) - 専門家、実装者、開発
者、アプリケーション管理者、パワー・ユーザー

– OATUG (Oracleアプリケーションおよびテクノロジ・ユーザー・グループ)

– UKOUG (UK Oracleユーザー・グループ)

その他のリソース
着想を得るために、成功を伝える Oracle@Oracleによる次のストーリを参照してください:

• Oracle Cloudによるビジネスの強化
• 変化する世界への適応。予測不可能な世界でのオラクルのプランニング、予算策定および
予測プロセスの刷新

• Oracle EPM Cloudによる変化の先取り
• オペレーショナル・エクセレンスのための Oracle Playbook

• 財務エクセレンスのための Oracle Playbook
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4
次のステップ

EPMセンター・オブ・エクセレンスの次のステップに関する提案をいくつか示します。
• このガイドのベスト・プラクティスを使用して、最初のクラウド導入イニシアチブについ
て考察し、将来のクラウド変革への推進力を生み出します。

• このガイドの推奨事項に従った後、エンタープライズ・アーキテクトは、最初のクラウド
導入イニシアチブの結果について CoEに報告する必要があります。

• エンタープライズ・アーキテクトは、他のクラウド機会も特定する必要があります。CoE
と連携して、組織のビジネス目標に基づいて機会に優先順位を付けることができます。新
しい機会は、ワークロード・パイプラインを生成し、組織が将来のクラウド変革のロード
マップを作成するために役立ちます。

• 実務の内部コミュニティおよび外部的には Oracle Cloud Customer Connectに成功を伝
えます。

その他のベスト・プラクティス:

• クラウド・レディネスと新機能の更新を理解します。自動機能、オプトイン機能、実装に
作業が必要な機能を示す機能サマリー・マトリックスを確認します。

• これらのユーザー支援およびトレーニング・リソースを使用して、継続的な成功を実現し
ます。

• トラブルシューティング、リリース変更管理、EPM Cloud関連のリクエストおよび EPM
Cloudに関する質問の詳細は、Oracle EPM Cloudオペレーション・ガイドを参照してく
ださい。

• クラウド・コミュニティに積極的に参加して、コミュニティから学び、タイムリな通知を
受け取り、新機能および更新された機能に関するウェビナーを活用します。

• 次のようなローカル・ユーザー・グループの一員になり、会議に出席する個人と役割を特
定します:

– Oracle CloudWorld - リーダー、ビジョナリ、機能リード
– ODTUG Kscope (Oracle開発ツール・ユーザー・グループ) - 専門家、実装者、開発
者、アプリケーション管理者、パワー・ユーザー

– OATUG (Oracleアプリケーションおよびテクノロジ・ユーザー・グループ) - Oracle
ERPとしっかり連携するアプリケーション管理者およびパワー・ユーザー。

– UKOUG (UK Oracleユーザー・グループ) - アプリケーション管理者およびパワー・
ユーザー

• 関係を構築し、認知度を高め、ネットワークを強化し、ブランドの宣伝に役立つ産業アク
ティビティに参加します。次に例を示します:

– Peer Insights

– Trust Radiusのレビュー
– オラクルの事例
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https://community.oracle.com/customerconnect
https://www.oracle.com/webfolder/technetwork/tutorials/tutorial/readiness/offering/index.html?product=epm
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/planning-budgeting-cloud/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/tsepm/index.html
https://community.oracle.com/customerconnect
https://www.oracle.com/cloudworld/
https://kscope22.odtug.com/
https://www.oatug.org/home
https://ukoug.org
https://www.gartner.com/peer-insights/about-us?role=it&utm_source=google&utm_medium=cpc&utm_campaign=RM_NA_2022_ITLDR_CPC_SEM1_GPILAUNCHP2&utm_adgroup=140941602883&utm_term=peer%20insights&ad=621935264380&matchtype=p&gclid=CjwKCAjwqJSaBhBUEiwAg5W9px6ItEbL3D6qizlCAueN6ar-dreAohXx7I6nYFqAWwMftjl24gxX0BoCS-UQAvD_BwE
https://www.trustradius.com
https://www.oracle.com/corporate/customers/references/


その他のリソース
着想を得るために、成功を紹介する Oracle@Oracleによる次のストーリを参照してく
ださい:

• Oracle Cloudによるビジネスの強化
• 変化する世界への適応。予測不可能な世界でのオラクルのプランニング、予算策定
および予測プロセスの刷新

• Oracle Cloud EPMを使用したオラクルの業務、Oracle@Oracle: オラクル自身のク
ラウドへの移行過程

• Oracle EPM Cloudによる変化の先取り
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https://www.oracle.com/cloud/oracle-at-oracle/
https://blogs.oracle.com/oracle-at-oracle/post/reimagining-oracles-planning-budgeting-and-forecasting-processes-for-an-unpredictable-world
https://blogs.oracle.com/oracle-at-oracle/post/reimagining-oracles-planning-budgeting-and-forecasting-processes-for-an-unpredictable-world
https://www.oracle.com/a/ocom/docs/transforming-finance-operations-epm.pdf?source=:ex:nc:::RC_WWMK180119P00044:KehringPost
https://www.oracle.com/a/ocom/docs/transforming-finance-operations-epm.pdf?source=:ex:nc:::RC_WWMK180119P00044:KehringPost
https://videohub.oracle.com/media/Outpace+Change+with+Oracle+EPM+Cloud/0_c3uoep9m/163446602


5
お問合せ

質問またはフィードバックがある場合は、epmcoe_ww@oracle.comにお問い合せください。
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